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本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 白鳥篤 様 

ビジター 三島ＲＣ   稲葉良弥 様 

ゲストはありませんでした。 

ロン Ｄ.バートン 

志田 洪顯 

菊地 勝男 

伊藤 毅 

毎週月曜日１２：３０点鐘 

沼津卸商社センター ２Ｆ 

〒411-0912 静岡県駿東郡清水町卸団地２０３ 

ＴＥＬ 055-971-6500 

〒410-0312 沼津市原１７７１－２  増田方 

ＴＥＬ 055-969-2321  ＦＡＸ 055-969-2322  

Ｅ－ＭＡＩＬ officework@rcj-nk.org 

 

 

 
スマイル報告 

 

中田 真  長女の七五三でした。 

梅田欣一 ６ｋｍ完走しました。 

岩本義正 結婚記念のお祝いありがとう。 

第 1496回例会 2013.11.18(月)    ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ        第１５号 
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■ 事務連絡 ■ 

  ＊ガバナー事務所より 

   １２月のロータリーレート １ドル＝１００円 

 

■ 例会変更 ■ 

  なし 

    

■ 週報到着 ■  

なし 

会長挨拶 

第１４９６回例会 会長挨拶 

会長 菊地勝男 

 

私たちは、人生を楽しむために生きていると思います。 

それは間違いないようですが、多くの人は「楽しく生きる」ため

には、ある程度のお金が必要だから、一生懸命働かなければな

らないのだ、という考えを持っているようです。どんなことであって

も、「やらなければならないこと」となるとこれは苦痛を伴います。

自分の今の仕事に、充分満足している人は別として、仕事とは

生活のため、世間体のために「やらなければならないこと」と思っ

ている人が多いようです。 

だからせめて休みの時には「楽しく生きる」ために仕事から逃

れたいと思うようです。そんな人達が思っている「楽しく生きる」事

とは、例えば連休には普段のつまらない仕事から解放されて、ど

こかへ旅行へ行くとか、何か趣味に没頭するということのようで

す。 

でも、みんなが休みの日に旅行へ出かけたとしても、どこも混

雑しているしサービスもよくはありません。趣味に熱中するといっ

ても、寝食を忘れてということになれば、かえって疲れるだけで

す。 

こんなことが果たして、本当に人生を「楽しく生きる」ことになる

のでしょうか。どうせ「人生を楽しく生きる」のが目的だったら、自

分の職業を楽しみにしてしまうというアイデアはどうでしょうか。ど

んなに今の仕事をつまらないと思っていたとしても、本当はそこ

にはいろいろな発見や自分を磨く体験を持つことができるので

す。現に、同じ職業や同じ職場で、きっとその仕事を楽しんでい

る人がいるはずです。発展しない仕事というものはこの世には、 

幹事報告 

存在しないと思います。どの様な事からでも、私たちはさまざまな

気づきやチャンスを引き出す事ができるのです。 

どんなことであれ、「しなくてはならない」事は苦痛ですが、「し

たい」事は楽しみになります。皆さんも自分を仕事を、楽しみなが

ら自分が「したい」からするのだと、思ってみてはいかがでしょう

か。 

スキーのジャンプ競技はその昔、刑罰として雪山の急斜面を

滑らせたということから始まったということです。同じ雪山をジャン

プするのでも、スポーツとしてやってみれば、楽しみになってしま

います。 

皆さんも仕事を楽しみましょう。そしてロータリーも楽しみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

  会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
１０月２７日    

修正出席率 

１９名 １８名 １６名 88.89% 83.33% 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・原・野口・菊地 他      計１６名 

 

欠席： 髙田・横山・堀内・堀内・横山・堀内     計３名 

 

ＭＵ：  前田・前澤・髙田・濱田               計３名 

◆次回例会プログラム◆ 清水町ふれあい広場 

新会員卓話 

新会員卓話 

冨樫伸喜 会員 

 

今年の２月に入会させていただいた株式会社ＦＳの冨樫でご

ざいます。本日は新会員の卓話ということで、貴重な機会をいた

だきありがとうございます。 

本日は自己紹介ということで生い立ちや会社での経歴、沼津

に住むようになった経緯などをお話させていただきます。 

私は昭和３７年１月１４日に山形県は鶴岡市で生まれました。

鶴岡は米どころで有名な庄内平野の真ん中辺りにある街で、あ

たり一面田んぼが広がるのどかな所です。そこで幼稚園から小、

中、高と地元の学校に通い１８歳まで鶴岡ですごしていました。 

高校卒業後は、東京の専門学校に進んで、東京で２年学んだ

後、二十歳でコンピュータ関連の会社で働き始めまして、もうこの

業界に身を置きまして３１年余りの年月になります。また入社して

間もなく、沼津に移って、こちらに住むようになっても同じく３１年

余りの年月になります。 

私はもともとコンピュータ関連の仕事に就くつもりはなかったの

ですが、就職活動をしていて面接になると必ずと言っていいほど

「君はコンピュータは扱えるか」と聞かれることが多くて、当然扱え

るわけも無いので「いいえ」としか答えられず、結果はことごとく不

採用！！の繰り返しでした。就職活動が上手いかず時間だけが

過ぎ、専門学校の卒業時期が迫った頃、この状況をなんとかしな

ければと思い就職課に行き、先生に相談したところ、ならいっそ

のことコンピュータの関連の会社に入ってそこでコンピュータに

慣れてから、再挑戦してみてはと言うアドバイスを受けまして、コ

ンピュータ関係の会社を受けて採用され仕事に付くことを優先し  

てコンピュータ関係の職に進む事にしました。 

就職したその会社では、学校が休みになった２月中位から研

修ということでオペレータとして客先に派遣されて働き始めまた。

働き始めて、大体１０日過ぎたオペレータのシフト勤務に名前が

載るようになって実際の作業が始まり、勤務体系がオペレータ特

有の昼勤、昼勤、夜勤、夜勤明け、昼勤、休みみたいな勤務で

仕事をしていました。 

１０月・個人別出席率 

２０１３－２０１４年度・１０月度の個人別例会出席率です。 

お休みされた方はメークアップをして、１００％を目指しましょう！ 

～１０月～ 

＊最新のメークアップ先は、地区ホームページの静岡・例会変更

にて確認出来ます。メークアップをして出席率向上を目指しましょ

う。 

名前 出席 欠席 ＭＵ 出席率 通算出席率

古泉榮一 3 0 0 100.00% 100.00%

太田昭二 3 0 0 100.00% 100.00%

原修一 3 0 0 100.00% 100.00%

野口郁夫 3 0 0 100.00% 100.00%

菊地勝男 3 0 0 100.00% 100.00%

前田守 2 1 1 100.00% 100.00%

岩本義正 3 0 0 100.00% 100.00%

梅田欣一 1 2 1 66.67% 84.62%

濱田清明 3 0 0 100.00% 100.00%

大石昭裕 3 0 0 100.00% 100.00%

髙田聡 1 2 2 100.00% 100.00%

伊藤毅 3 0 0 100.00% 100.00%

石井優 2 1 1 100.00% 100.00%

前澤秀明 1 2 2 100.00% 92.31%

横山忠男 0 3 1 33.33% 69.23%

中田真 3 0 0 100.00% 92.31%

冨樫伸喜 2 1 1 100.00% 92.31%

小川隆洋 3 0 0 100.00% 92.31%

堀内永人 0 3 0 0.00% 38.46%

それからしばらくして、現場にも馴染んで、体も慣れたころに、営

業が私のところに来まして、客先面談があるから、その面談でＯ

Ｋが出たら、富士通沼津工場に行って欲しいとの話がありまし

て、行くことを断ることは出来ないと思い「ＯＫ」しました。 

その後、面接で「ＯＫ」が出て沼津に来ることとなりました。富士

通沼津工場に来てからは、先輩にも恵まれてエンジニアとしての

スタートを切る事が出来まして、そこで汎用機のＯＳ開発を７年間

経験し、コンピュータの知識や開発手法を学びその経験を生か

し、フィールドに出てビジネスアプリケーション開発を続けて今に

至っています。 
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